
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２カ月ほど前のこととなりますが、７月４日（木）にビッグウイングにて「アビリンピ

ックやまがた２０２４」が行われました。本校でも、高等部２・３年の６名が今年度初め

て「縫製（初級）」と「ビル・クリーニング（初級）」の競技に出場し、その他の生徒も全

員で見学しました。 

アビリンピックとは、「障がいのある方が、日ごろ培った技能を互いに競い合うことに

より、その職業能力の向上を図るとともに、企業や社会一般の人々に障がいのある方に対

する理解と認識を深めてもらい、その雇用の促進を図ることを目的として開催される大

会」のことです。高校生や既に企業で活躍している方などが、研鑽した様々な分野の職業

能力を競い合っており、出場した生徒はもちろん、見学した生徒にとっても大変良い学び

となりました。 

 毎年同時期に開催され、見学も自由ですので、興味のある方はぜひ見学も御検討くださ

い。なお、ＹｏｕＴｕｂｅでも様々なＰＲ動画が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 進路だより  
山形大学附属特別支援学校 
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令和６年９月２０日 

★アビリンピックやまがた２０２４について 
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「縫製（初級）」の競
技の様子。針と糸を
使って、指定された
柄の刺し子をしま
す。 

「ビル・クリーニング
（初級）」の競技の様子。
ダスター・クロスや小ぼ
うき、タオルなどを使用
して指定されたスペー
スを清掃します。 

出場した生徒には「努力
賞」の賞状があり、２学期
始業式で校長から授与さ
れました。 



 

 

８月３１日（土）に、就労移行支援事業所のコロニー就労サポートセンター主催で「就

労生活セミナー」があり、山形公共職業安定所（ハローワーク）の方の話を伺ってきまし

た。そのセミナーの内容から三つのことを紹介します。 

特に③については、一般就労でなくとも重要なことであり、家庭での練習や学校での学

習が可能です。長い目で見て、少しずつ力を高めていけるよう、御協力よろしくお願いし

ます。 

 

① ハローワークやまがたの雇用状況 

・ハローワークやまがたにおける有効求人倍率は１.２９であり、求職者数より求人数の

方が多い状況が続いている。（令和６年７月末現在） 

・障がい者・難病者等の求職登録状況は以下の通りであり、数年前よりも就職者が増え

ている。（特に精神障がい者が増加傾向にある） 

有効求職者（令和６年７月末現在） ※仕事を求めている人の数 

合計 身体 知的 精神 難病 その他 

７２５ ２２３ ８３ ３３５ ５４ ３０ 

就職件数（令和５年４月～令和６年７月） 

合計 身体 知的 精神 難病 その他 

４６７ １２５ ６９ ２２２ ２６ ２５ 

※「その他」は軽度な発達障がいなど 

② 障がい者雇用において求人の多い業種、業務内容 

 ・事務補助（書類仕分け、郵便物の仕分け、資料作成、データ入力補助など） 

 ・店舗内軽作業（商品の品出し、商品の整理・陳列、検品、清掃など） 

 ・介護補助作業（利用者へのお茶出し、食事の盛り付け、洗濯、掃除など） 

 ・清掃作業（フロア清掃、居室清掃、浴室清掃、トイレ清掃など） 

 ・就労継続支援Ａ型での作業（施設外作業・施設内作業など） 

  ※就労継続支援Ａ型事業所を利用する場合も、ハローワークに登録し、求人に応募し

て履歴書を作成し、面接を受けることとなります。 

 

③ 就職にあたり必要なこと 

１．規則正しい生活 

 ①起床と就寝は決まった時刻に 

②食事は１日３回きちんと摂る 

 ③生活リズムを整え、学校や事業所に通う 

２．休まない 

 ①定期的な通院がある場合は欠かさず行く 

②決められたとおりに服薬する 

③具合が悪くなりそうなときに相談する 

３．職場に受け入れてもらえる自分でいる 

 ①身だしなみを整える 

 ②あいさつ・礼儀を身に付ける、敬語を使う 

 ③質問・話し合いを積極的に行う 

４．安定し、落ち着いた自分でいる 

 ①金銭管理をする  

 ②自分の役割に責任をもつ 

 ③趣味などでストレスを発散する 

 

★一般就労に関するセミナーの御報告 
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